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「
身
近
で
役
立
つ
同
窓
会
に
」

同
窓
会
長　
小  

林     

亨　

昨
年
の
八
月
に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
信
州
大
学
教

育
学
部
第
十
七
期
同
窓
会
会
長
と
し
て
お
認
め
い
た
だ
き
ま
し

た
小
林
亨
で
す
。
長
野
市
出
身
、昭
和
五
十
六
年
度
卒
業
生
で
す
。

諸
先
輩
方
の
ご
支
援
の
も
と
、
よ
り
よ
い
同
窓
会
に
な
り
ま
す
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
二
年
以
降
の
運
営
の
方
向
と
し
て
、
第
一
に
卒
業
生
や
現

役
の
大
学
生
・
院
生
に
と
っ
て
身
近
で
役
立
つ
同
窓
会
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
様
々
な
情
報
共
有
の
た

め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
層
の
活
用
、②
各
地
区
、各
科･

コ
ー
ス
、

各
世
代
等
の
活
動
の
充
実
、
③
現
役
学
生
支
援
の
充
実
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
会
会
則
を
見
ま
す
と
、

第
３
条 

本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
母
校
と
の
連
携
を

保
ち
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
４
条 

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業

を
行
う
。

１ 

会
員
の
親
睦
に
必
要
な
事
項　
　

２ 

母
校
の
発
展
に
関
す

る
事
項　
　

３ 

そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項

と
あ
り
、
本
会
の
目
的
と
そ
の
た
め
の
事
業
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
事
業
内
容
・
事
業
活
動
報
告
・
各
科･

コ
ー
ス
同

窓
会
活
動
支
援
事
業
申
請
用
紙
・
教
育
実
践
支
援
事
業
申
請
用

紙
・
各
科
等
同
窓
会
活
動
報
告
・
会
報
全
て
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

等
も
、
わ
か
り
や
す
く
閲
覧
で
き
ま
す
。
送
付
さ
れ
る
会
報
と

併
せ
て
会
員
の
皆
様
に
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
情
報
共
有
に
役
立

て
、
今
後
の
各
地
区
、
各
科･

コ
ー
ス
、
各
世
代
等
の
活
動
の
充

実
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
、
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
・

事
業
所
へ
の
出
勤
自
粛
、
飲
食
・
芸
能
・
観
光
関
係
の
営
業
自
粛

要
請
等
が
あ
り
、大
学
で
授
業
が
で
き
な
い
状
況
も
続
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
今
年
度
の
本
会
の
幹
事
会
・
理
事
会
も
書
面
に
よ

る
議
決
決
済
と
し
、
八
月
十
一
日
に
予
定
し
て
い
た
総
会
、
講
演

会
も
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
大
変
残
念
で
す
が
、ご
理
解・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
加
え
て
信
州
大
学
知
の
森
基
金
か
ら

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
学
生
経
済
支
援
」
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
る
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
信
大
生

が
、
学
業
の
継
続
を
断
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
先
ず
は
延
べ

１
、
０
０
０
人
の
学
生
を
対
象
に
支
援
す
る
予
定
で
あ
る
由
。
会

員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
本
会
も
、
本
年
の
運
営

の
方
向
と
し
て
ぜ
ひ
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
第
十
七
期
同
窓
会
役
員
名
簿

      （
令
和
元
年
八
月
～
令
和
三
年
八
月
）

名
誉
会
長　

宮
﨑
樹
夫

顧　
　

問　

佐
野
昌
男　

中
田
宣
彦　

三
寺
勝
美

　
　
　
　
　

玉
川
隆
雄　

町
田　

修　

深
澤
弘
二

　
　
　
　
　

中
澤　

寛　

土
屋
聖
史　

宮
本
伸
一

会　
　

長　

小
林　

亨

副
会
長　

吉
澤
修
一　

中
山
久
貴　

西
澤
佳
代　

監　
　

事　

原
田
良
介　

山
岸
千
賀
子

本
部
理
事　

清
水
秀
明　

池
上
昭
子　

畔
上
一
康　

　
　
　
　
　

岩
田　

靖　

齊
藤
忠
彦　

小
林
比
出
代

　
　
　
　
　

茅
野
公
穂　

酒
井
英
樹　

伊
藤
冬
樹

　
　
　
　
　

安
達
仁
美　

森
下　

孟

地
区
理
事　

下
伊
那　

中
原
秀
樹　
　

上
伊
那　

島
尻
英
二

　
　
　
　
　

諏　

訪　

栁
平
正
司　
　

木　

曽　

池
田
信
三

　
　
　
　
　

北
安
曇　

木
下
政
道　
　

安
曇
野　

宮
澤　

浩

　
　
　
　
　

松　

本　

坂
口
克
夫　
　

佐　

久　

小
林
英
明

　
　
　
　
　

上　

小　

片
桐
芳
之　
　

更　

埴　

田
中
寿
一

　
　
　
　
　

上
水
内　

小
林
重
之　
　

　
　
　
　
　

須
坂
上
高
井　

松
木
智
子

　
　
　
　
　

中
野
下
高
井　

清
水
恒
善

　
　
　
　
　

飯
山
下
水
内　

吉
澤　

秀

　
　
　
　
　

塩　

筑　

下
條
寿
嗣

　
　
　
　
　

長　

野　

中
村
和
雄　

片
山
洋
一

　
　
　
　
　

高　

校　

富
岡　

修

　
　
　
　
　

県　

外　

功
刀
道
子　

井
出
良
子

幹　
　

事　

和
田　

裕　

小
池　

勲　

宮
尾
弘
子

　
　
　
　
　

茅
野
理
恵　

村
田
章
子　

瀧　

直
也

事
務
局　

中
村
直
人　

新
谷
静
香
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第
三
十
二
回
　
同
窓
会
通
常
総
会
報
告

１
．
日
時
・
会
場

令
和
元
年
8
月
11
日（
日
・
祝
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

ホ
テ
ル
信
濃
路『
信
濃
』　

長
野
市
中
御
所
1
3
1
─

4

２
．
出
席
者
数　

33
名

３
．
開
会
宣
言　

池
上　

昭
子 
副
会
長

　
　
　
　
　

  　

進
行
：
和
田　

裕 
幹
事
長

４
．
挨
拶　
　
　

宮
本　

伸
一 

会
長

５
．
議
事

議
事
に
先
立
ち
、
会
則
第
16
条
に
基
づ
き
、
総
会
議
長

の
互
選
を
行
っ
た
。

⑴ 

議
長
団
の
選
出

細
萱
稔
・
山
﨑
晃
の
両
理
事
を
議
長
団
に
選
出
し
た
。

⑵ 

議
事
録
署
名
人
の
選
出
と
書
記
の
任
命

小
林
重
之
・
清
水
恒
善
の
両
理
事
を
議
事
録
署
名
人

に
選
出
し
、
森
下
孟 

幹
事
・
村
田
章
子 

会
員
を
書
記

に
任
命
し
た
。

第
１
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
歳
入
歳
出
及
び
財
産
目
録
の

承
認
つ
い
て

⑴ 

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
平
成
30

年
度
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵ 

宮
尾
弘
子
幹
事
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
特
別
会
計
決
算
、
基
本

財
産
決
算
並
び
に
財
産
目
録
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
原
田
良
介
監
事
よ
り
業
務
監
査
・
財
務
監

査
の
結
果
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
２
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
歳
入
・
歳
出
予
算（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て

⑴ 

中
村
直
人
事
務
局
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
元

年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

⑵ 

宮
尾
弘
子
幹
事
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
３
号
議
案

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

宮
本
伸
一
会
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
会
則
の
一
部
改
正

（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

第
４
号
議
案

第
17
期
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

宮
本
伸
一
会
長
よ
り
、
第
16
期
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

６
．
来
賓
祝
辞

宮
﨑　

樹
夫 

学
部
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

７
．
閉
会
宣
言　
　

清
水　

秀
明 

副
会
長
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ご
挨
拶

教
育
学
部
副
学
部
長  

村 

松 

浩 

幸 

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら

本
学
部
の
運
営
と
学
生
の
勉
学
に

対
し
て
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
度
、
学
部
入
学
生
2
4
2
名
、
大
学
院
生
41
名

を
迎
え
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
入
学
式

中
止
、授
業
開
始
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
態
に
対
し
、
教
育
学
部
で
は
授
業
や
学
生
の
対
策

チ
ー
ム
を
素
早
く
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
学
生
ら
の
学
び
を
保

証
す
る
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
早
急
に
開
始
す
べ
く
、

学
部
附
属
の
次
世
代
型
学
び
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
先
生
方
へ
の
研
修
や
支
援
を
他
学
部
に
先
駆
け
て

開
始
し
ま
し
た
。
先
生
方
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

学
生
の
声
を
調
査
で
拾
い
上
げ
て
先
生
方
に
返
す
こ
と
で
、

短
期
間
で
授
業
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
全
学

並
び
に
全
国
に
誇
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
展
開
で
き
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
野
や
松
本
の
ア
パ
ー
ト
に
一
人
で
居
る
多
く

の
新
入
生
、新
２
年
生
に
対
し
、コ
ー
ス
ご
と
に
先
生
方
や
上

級
生
と
テ
レ
ビ
会
議
越
し
で
す
が
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
、

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、

学
生
の
状
況
調
査
や
教
育
実
習
等
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
ま

す
。
教
員
採
用
試
験
間
近
の
４
年
生
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
面
接
練
習
も
複
数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
附
属

学
校
園
に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
会
議
で
の
学
活
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
、
ネ
ッ
ト
で
の
ラ
ジ
オ
放
送
等
、
各
学
校
の
工
夫
を

生
か
し
た
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
各
附
属

学
校
の
先
生
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。

一
方
、
本
年
度
よ
り
、
教
職
大
学
院
に
お
い
て
は
、
教
科
指

導
力
高
度
化
、
特
別
支
援
教
育
高
度
化
と
い
っ
た
個
別
課
題

へ
の
対
応
を
よ
り
深
め
る
新
し
い
体
制
、
お
よ
び
公
認
心
理

師
養
成
を
柱
に
し
た
総
合
人
文
社
会
科
学
研
究
科
心
理
学
分

野
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
教
職
員
支
援
機
構
の

地
域
セ
ン
タ
ー
も
立
ち
上
が
り
、
教
職
大
学
院
を
中
心
に
、

県
教
委
と
連
携
し
な
が
ら
現
職
教
員
の
研
修
事
業
を
高
度
化

し
て
い
く
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
困
難
な
状
況
を
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
行

か
す
べ
く
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
同
窓
会
の
皆
様

の
教
育
研
究
へ
の

ご
理
解
と
ご
支
援

を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

学
部
の
新
転
任
・
転
退
職
教
員
の
紹
介

【
令
和
元
年
～
２
年
度
新
転
任
教
員
】

杉
山　

俊
一
郎
先
生（
言
語
教
育
）　

令
和
元
年
10
月
１
日

篠
田　

直
子　

先
生（
教
育
科
学
）　

令
和
元
年
10
月
１
日

山
本　

大
貴　

先
生（
言
語
教
育
）　

令
和
２
年
４
月
１
日

佐
藤　

和
紀　

先
生（
教
育
科
学
）　

令
和
２
年
４
月
１
日

三
和　

秀
平　

先
生（
教
育
科
学
）　

令
和
２
年
４
月
１
日

白
鳥　

勝
教　

先
生（
教
職
大
学
院
）令
和
２
年
４
月
１
日

原　
　

洋
平　

先
生（
教
職
大
学
院
）令
和
２
年
４
月
１
日

【
令
和
元
年
度
転
退
職
教
員
】

阿
久
津
昌
三　

先
生（
社
会
科
教
育
）

　
　
　
　

昭
和
63
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

和
田　

哲
也　

先
生（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
教
育
）

　
　
　
　

平
成
６
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

東
原　

義
訓　

先
生（
教
育
科
学
）

　
　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

田
中　
　

敏　

先
生（
教
育
科
学
）

　
　
　
　

平
成
20
年
10
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

佐
々
木
洋
城　

先
生（
数
学
教
育
）

　
　
　
　

平
成
28
年
４
月
１
日　

着
任
、
定
年
退
職

藤
森　

裕
治　

先
生（
言
語
教
育
）

　
　
　
　

平
成
11
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

友
田　

義
行　

先
生（
言
語
教
育
）

　
　
　
　

平
成
24
年
10
月
１
日　

着
任
、
退
職

市
川　

公
明　

先
生（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　

平
成
28
年
４
月
１
日　

着
任
、
退
職

（
長
野
県
と
の
人
事
交
流
）
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
同
窓
の
集
い

平
成
７
年（
１
９
９
５
年
）度
に
教
育
学
部
に
開
設
さ
れ

た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
の
最
後
の
卒
業
生（
地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ス
、
野
外
教
育
コ
ー
ス
）が
、
平
成
31
年
３
月
に
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
を
受
け
、
教
員

免
許
を
取
得
し
な
く
て
も
卒
業
で
き
る
課
程（
い
わ
ゆ
る
ゼ

ロ
免
課
程
）と
し
て
設
置
さ
れ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
で
す

が
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、
教
育
学
部
の
新
課
程（
ゼ

ロ
免
課
程
）の
原
則
廃
止
、
教
員
養
成
課
程
の
入
学
定
員
見

直
し
と
い
っ
た
方
針
を
受
け
、
そ
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程

は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
野
外

教
育
コ
ー
ス
は
学
校
教
育
教
員
養

成
課
程
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
信

州
な
ら
で
は
の
自
然
体
験
活
動
、

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
が
指
導
で
き
る
教

員
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

21
代
に
わ
た
る
卒
業
生
に
対

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
が
発
展

的
解
消
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

と
と
も
に
、一
堂
に
集
う
場
を
設

け
た
い
と
い
う
有
志
が
発
起
人
と

な
り
、
令
和
元
年（
２
０
１
９
年
）

11
月
３
日（
日
・
祝
）、「
信
州
大
学

教
育
学
部  

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程  

同
窓
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
約
２
０
０
名
の
卒

業
生
が
集
ま
り
、
久
々
の
再
会
を

懐
か
し
む
と
と
も
に
、
学
生
時
代

の
思
い
出
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

集
い
に
は
、
開
設
当
時
に
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た
藤
沢
謙

一
郎
先
生
を
は
じ
め
、
糟
谷
英
勝
先
生
、
渡
邉
伸
先
生
、
渡
辺

隆
一
先
生
、
平
野
吉
直
先
生
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
集
中
授

業
で
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
張
本
文
昭
先
生（
沖
縄
県
立

芸
術
大
学
）に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
で
の
藤
沢
謙
一
郎
先
生
の
ご
挨
拶
で
は
、「
念
ず
れ
ば

花
ひ
ら
く
」の
言
葉
で
知
ら
れ
る
詩
人
・
坂
村
真
民（
さ
か
む

ら
・
し
ん
み
ん
）の『
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
』を
引
用
さ

れ
、
変
わ
り
ゆ
く
時
代
に
も
、
常
に
前
を
向
い
て
立
ち
上
が

る
、激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

| 
以
下
、『
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
』の
引
用

こ
れ
か
ら 
こ
れ
か
ら
と

　
　
春
の
鳥
た
ち
が
や
っ
て
き
て
　
囀（
さ
え
ず
）る
の
だ

こ
れ
か
ら 
こ
れ
か
ら
と

　
　
春
の
花
々
が
咲
き
出
し
て
　
告
げ
る
の
だ

こ
れ
か
ら 

こ
れ
か
ら
と

　
　
わ
た
し
も
わ
た
し
に
呼
び
か
け
て
　
励
ん
で
ゆ
こ
う

ま
た
、
当
時
の
学
生
た
ち
は
、
言
葉
に
で
き
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
身
体
か
ら
溢
れ
て
い
た
こ

と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
例

と
し
て
、
当
時
の
学
生
が
主
体
と

な
り
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
と
し
た
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
自
然
体
験
を
行
っ

て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

学
年
ご
と
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
イ
ム
で
は
、
卒
業
し
た
ば
か
り

の
15
Ｅ
か
ら
年
代
を
遡
る
順
番
で
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
各

年
代
の
発
表
時
間
は
３
分
と
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
況

報
告
や
学
生
時
代
の
思
い
出
話
等
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
開
設
当
時
に
着
任

さ
れ
、
現
在
は
信
州
大
学
の
理
事
・
副
学
長
を
さ
れ
て
い
る

平
野
吉
直
先
生
よ
り「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
の
誕
生
と
こ
れ

ま
で
」と
い
う
演
題
で
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
程
な
ら
で
は
の
実
習
の
様
子
が
、
当
時
の

写
真
を
用
い
な
が
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

   ＜同窓の集い　次第＞

1.開会の辞（結城匡啓先生）
2.藤沢謙一郎先生のお言葉
3.来賓紹介
4.乾杯（渡邉伸先生）
5.学年ごとのプレゼンタイム
　第一部（15E→06E）
　第二部（05E→95E）
6.平野吉直先生 記念講演
7.閉会
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学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

　

国
語
教
育
コ
ー
ス　

武
田
直
樹

台
風
19
号
の
被
災
か
ら
間
も
な
く
１
ヵ
月
と

な
る
頃
、私
は
学
習
支
援
の
た
め
中
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
長
野
県
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、

未
だ
そ
の
最
中
に
あ
り
ま
し
た
。私
の
出
身
は
、

長
野
県
で
す
。実
家
の
付
近
で
撮
影
さ
れ
た
と

い
う
、千
曲
川
の
崖
が
崩
れ
建
物
が
飲
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
映
像
が
、鮮
明

に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
信
大
教
育
学
部
の
あ
る
長
野
市
で
も
大
き

な
被
害
が
出
て
い
ま
し
た
。千
曲
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
る
浸
水
で
す
。連

日
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
の
様
々
な
動
き
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 
令
和
元
年
東
日
本
台
風
被
災
校
学
習
支
援

令
和
元
年
10
月
12
日
に
過
去
最
大
級
の
勢
力
で
日
本
列
島
に
上

陸
し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19
号
）は
、
関
東
甲
信
や
東
北

地
方
に
大
雨
を
降
ら
せ
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
教
育

学
部
の
あ
る
長
野
市
に
お
い
て
も
、
千
曲
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
約

５
０
０
０
世
帯
が
床
上
・
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

本
学
の
在
校
生
・
卒
業
生
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、ご
家
族
、ご
友
人

等
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

市
内
の
長
沼
小
学
校
、東
北
中
学
校
、豊
野
中
学
校
が
床
上
浸
水
と

な
り
、
近
隣
の
古
里
小
学
校
、
豊
野
西
小
学
校
、
豊
野
東
小
学
校
は
避

難
所
と
な
り
、休
校
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
地
復
興
支
援
の
た
め
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、

多
く
の
大
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

教
育
学
部
の
学
生
も
、
被
災
地
へ
出
向
い
て
の
復
興
支
援
の
ほ
か
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
募
金
活
動
、支
援
物
資
の
募
集
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

様
々
な
支
援
の
輪
が
広
が
る
中
で
、教
育
学
部
生
な
ら
で
は
の
取
組

と
し
て
、学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

長
野
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
か
ら
本
学
に
依
頼
が
あ
り
、「
学

習
チ
ュ
ー
タ
ー
」の
担
当
で
あ
る
国
語
教
育
コ
ー
ス
の
西
一
夫
先
生
が

窓
口
と
な
り
、在
学
生
に
希
望
を
募
り
ま
し
た
。

定
期
試
験
に
向
け
て
の
学
習
支
援
が
目
的
で
あ
り
、ま
た
依
頼
日
が

平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、第
１
回
ま
で
の
短
期
間
に
14
名

の
学
生
が
手
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、第
３
回
ま
で
に
の
べ
75
名

の
学
生
が
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、２

月
29
日
は
中
止
）。

第
１
回
の
様
子
は
11
月
10
日
付
の

信
濃
毎
日
新
聞
の
１
面
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、本
学
学
生
の
活
躍
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

期日 学校名 学生数 支援教科

第
１
回

2019/11/9 豊野中学校
東北中学校

３名
３名

英・数・社
５教科

2019/11/10 豊野中学校
東北中学校

２名
３名

数・理
５教科

第
２
回

2019/12/2 豊野中学校 ７名 ５教科

2019/12/3 豊野中学校 ３名 英・数・理

2019/12/4 豊野中学校
東北中学校

５名
３名

数・理・社
国・英・理

2019/12/5 豊野中学校
東北中学校

５名
３名

数・理・社
国・数・理

2019/12/6 豊野中学校
東北中学校

５名
３名

数・理・社
国・数・理

2019/12/9 東北中学校 ６名 国・英・数・理

2019/12/10 東北中学校 ５名 国・数・理・社

第
３
回

2020/1/11 豊野中学校 １名 数

2020/1/18 東北中学校 ２名 数・理・社

2020/1/25 豊野中学校 １名 理・社

2020/2/8 豊野中学校 ３名 国・数

2020/2/15 東北中学校 ３名 国・数

2020/2/22 豊野中学校 ６名 国・数・理・社

2020/2/29
（中止） 東北中学校 ３名 数・理・社

学習支援ボランティア実施校の概要

信濃毎日新聞令和元年11月10日（日）版の
１面にも取り上げられました。（提供：信濃毎日新聞社）

そ
ん
な
中
、私
の
所
属
す
る
研
究
室
の
西
一
夫
先
生
か
ら
、中
学
生
へ

学
習
支
援
す
る
学
生
の
募
集
を
伺
い
ま
し
た
。学
校
も
休
校
が
続
い
て

い
た
状
態
で
、子
ど
も
た
ち
の
学
習
面
や
心
の
ケ
ア
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
。先
生
は
学
校
の
現
状
を
憂
慮
し
、教
育
学
部
生
か
ら
の
支
援
を
繋
げ

ら
れ
な
い
か
と
模
索
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、と
い
う
思
い
で
参
加

し
ま
し
た
。赴
い
た
中
学
校
で
は
、延
期
さ
れ
た
試
験
を
間
近
に
控
え
、

集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
私

は
主
に
、あ
る
生
徒
と
一
緒
に
数
学
の
問
題
集
を
解
い
て
い
ま
し
た
。そ

の
日
の
時
間
で
因
数
分
解
の
範
囲
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
そ
の
子
が
、も
う
こ
ん
な
時
間
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
何
よ
り
で

し
た
。崩
れ
た
日
常
の
中
で
、希
望
者
で
の
参
加
で
す
。こ
ち
ら
が
何
か

教
え
る
、と
い
う
立
ち
位
置
で
は
な
く
、出
来
る
だ
け
楽
し
く
一
緒
に
い

ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
さ
ん
と
話
す
中
で
、無
事
だ
っ
た
教
科
書
類
の
こ
と
、家
の
浸
水

な
ど
、置
か
れ
て
い
る
状
況
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。帰
る
際
、私
は
周
囲

の
様
子
を
見
ま
し
た
。歩
道
橋
に
水
位
を
示
す
跡
、泥
を
か
ぶ
っ
た
広
大

な
リ
ン
ゴ
畑
、片
付
け
を
さ
れ
て
い
る
方
々
。私
に
と
っ
て
、実
際
に
被

害
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

学
習
支
援
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
様
々
な
方
の
動
き
が
あ
っ
て
の
事

で
す
。こ
れ
に
限
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
は
需
要
と
供
給
を
繋
げ

る
難
し
さ
は
各
所
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。ほ
ん
の
僅
か
で
す
が
力

に
な
れ
た
の
な
ら
ば
幸
い
で
す
。災
害
と
い
う
中
で
、子
ど
も
と
ど
う
共

に
あ
る
の
か
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。
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※
こ
れ
ら
の
学
校
の
具
体
は
令
和
元
年
度
の
全
国
へ
き
地

教
育
研
究
協
議
会
の
中
で
も
多
く
の
先
生
に
参
観
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

※
こ
の
実
践
者
は
、
令
和
元
年
度
末
の
異
動
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
は

木
曽
郡
大
桑
村
立
大
桑
中
学
校
に
在
職

「
自
律
し
た
学
習
者
の
育
ち
を
目
指
し
て
」

大
町
市
立
美
麻
小
中
学
校　

髙
山　

俊
彦

山
の
中
の
小
規
模
・
義
務
教
育
学
校
で
あ
る
本
校
は
全
国
、

県
下
各
地
か
ら
学
校
視
察
や
市
独
自
の「
特
認
校
制
度
」で

転
入
が
多
い
。
そ
の
要
因
は
①
３
つ
の
重
点
活
動
へ
の
取
り

組
み
と
②
地
域
連
携
の
充
実
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

状
況
を
ま
と
め
る
。

①
３
つ
の
重
点
活
動
へ
の
取
り
組
み

○
学
び
づ
く
り
…
「
聴
く
・
問
う
」か
ら
始
ま
る
対
話
活
動

を
基
盤
と
し
て
、
課
題
に
つ
い
て
互
恵
的
に
語
り
合
う

「
協
働
の
学
び
」で
授
業
を
進
め
る
。

 

成
果 

各
種
調
査
で
思
考
力
、
表
現
力
の
伸
長
が
見
ら
れ
る
。

○
体
づ
く
り
…
心
と
体
の
安
定
を
図
る
、
週
四
日
、
十
五
分

間
の「
元
気
ア
ッ
プ
運
動
」・「
す
こ
や
か
カ
ー
ド
」を
継

続
し
、
持
続
可
能
な
体
力
向
上
と
健
康
生
活
の
習
慣
化
。

 

成
果 

体
力
テ
ス
ト
の
数
値
の
向
上
。
運
動
に
対
す
る
主

体
性
。

○
集
団
づ
く
り
…
自
治
活
動
や
歌
声
づ
く
り
を
基
盤
に
、

信
頼
し
合
う
人
間
関
係
の
構
築
を
目
指
し
、
リ
ー
ダ
ー

や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
関
係
構
築
に
よ
る
集
団
づ
く
り
を
進

め
る
。

 
成
果 
上
級
生
に
憧
れ
る
思
い
。
リ
ー
ダ
ー
を
自
覚
し
、
各

活
動
を
進
め
る
姿
。
リ
ー
ダ
ー
性
の
伸
張
。

②
地
域
連
携
の
充
実

○
長
野
県
教
育
功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
る
ほ
ど
の「
学
校

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」さ
ん
の
存
在
や
支
援
。

○
地
域
支
援
の
実
際

 

・
三
十
年
を
迎
え
る
ア
メ
リ
カ「
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
交
流
」

 

・
総
合
の
時
間
：
美
麻「
市
民
科（
い
ち
み
ん
か
）」活
動

　

花
豆
株
式
会
社　

美
麻
か
る
た
づ
く
り
等
々

 

・
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
協
働
活
動

　

山
菜
採
り
、
お
山
の
学
校（
白
樺
を
使
っ
た
学
習
）等
々

 

成
果 

「
社
会
力
」
…
人
と
関
わ
り
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
力
の
伸
長
。「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
語
り
、
想
い

続
け
る
児
童
生
徒
」の
実
現
。

教
育
実
践
補
助
事
業
の
ご
案
内

平
成
15
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
同
窓
会
研
究
補
助
事

業
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
名
称
を
教
育
実
践
補
助
事
業
に

改
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
事
業
の
趣
旨
は
、
①
日
々
の
教
育
研
究
、
教
育
実
践
を

大
切
に
し
、
自
ら
の
授
業
改
善
に
努
め
る
こ
と
、
②
専
門
職

と
し
て
の
教
師
自
ら
の
教
育
研
究
・
教
育
実
践
を
磨
く
こ
と
、

③
教
育
の
振
興
・
改
善
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
合
う
こ

と
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
教
育
学
部
同
窓
会
員（
同

窓
会
費
納
入
者
）
で
、
応
募
者
一
律
に
１
万
円
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

応
募
希
望
者
は
、
所
定
の
様
式
「
教
育
実
践
補
助
願
及
び

教
育
実
践
概
要
」に
し
た
が
っ
て
、同
窓
会
事
務
局（
〒
３
８
０

－

８
５
４
４
長
野
市
西
長
野
６

－

ロ
）
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
当
該
年
度
の
11
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
規
定
の
詳
細
、
応
募
様
式
等
の
内
容

は
、
同
窓
会
W
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当

該
年
度
の
教
育
実
践
補
助
は
先
着
10
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
受
付
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込

み
の
際
に
は
必
ず
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令和元年度教育実践補助交付者

教
育
実
践
補
助
事
業

教
育
実
践
補
助
事
業

教
育
実
践
補
助
事
業

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1 ～ 4年　山菜学習

7年 「協働の学び」
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卒
業
・
修
了
生
の
　
就
　
職
　
状
　
況

就
職
部
長　

関  　

良  

徳

本
学
部
の
就
職
支
援
活
動
に
対
し
て
教
育
学
部
同
窓
会
よ

り
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
元
年
度
の
教
育
学
部
卒
業
生
及
び
大
学
院
教

育
学
研
究
科
修
了
生
の
進
路
状
況
が
下
欄
の
表
の
と
お
り
に

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。
進
学
者
を
除

く
就
職
率
及
び
教
員
就
職
率
は
昨
年
度
よ
り
も
若
干
上
昇
し

ま
し
た
が
、
教
員
養
成
課
程
卒
業
者
に
対
す
る
教
員
就
職
率

は
低
下
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
課
程
・
コ
ー
ス
の
再
編
に
よ

り
従
来
の
非
教
員
養
成
課
程
を
教
員
養
成
課
程
に
組
み
入
れ

た
四
年
前
の
改
組
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

民
間
企
業
が
採
用
を
控
え
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
員

志
望
者
数
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
長
野
県
よ
り
公

表
さ
れ
た
教
員
採
用
選
考
要
項
に
よ
り
ま
す
と
、
採
用
予
定

者
数
は
若
干
増
え
て
お
り
、
本
学
部
か
ら
の
受
験
者
数
が
増

加
す
れ
ば
、
教
員
就
職
率
も
上
昇
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
本
学
部
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
教
員
採
用
に
実
績

の
あ
る
外
部
企
業
と
連
携
し
、
模
擬
試
験
や
対
策
講
座
を
オ

ン
ラ
イ
ン
等
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
採
用
選
考
の
実
施
形

態
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
今
後
の
動

向
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
適
切
な
対
応
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
学
部
で
は
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
教
員
採
用
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
行
く
所

存
で
す
。

今
後
も
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た

だ
き
、
就
職
支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年度（2020.3）　卒業生・修了生　就職状況

（注）　（　）は臨採で内数、○は外国人留学生で内数 就　職　率（学　部）（進学者を除く）　 95.22%
教員就職率（学　部）（進学者を除く） 63.48%
教員養成課程卒業者に対する教員就職率 57.71%
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事
務
局
よ
り

○
同
総
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

事
務
局
の
紹
介
や
同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

信
州
大
学
教
育
学
部 

同
窓
会 

で
検
索
、ま
た
は
、

以
下
のU

RL

を
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shinshu-u.ac.jp/group/education-alum

ni/

○
教
育
実
践
補
助
受
付
中

　

教
育
実
践
補
助
申
請
を
4
月
よ
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。詳
細
は

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、本
号
の
6
ペ
ー
ジ

「
教
育
実
践
補
助
事
業
」の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。昨
年
度
の
助
成
交

付
の
研
究
テ
ー
マ
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

転
居
の
際
に
は
住
所
変
更
の
届
け
を
事
務
局
宛
て
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

○
会
費
の
二
重
払
い
に
つ
い
て

　

同
窓
会
費
の
二
重
払
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。同
窓
会
費
は
終
身

会
費
で
す
。未
納
者
に
は
、後
日
、納
入
願
い
の
書
面
が
届
き
ま
す
。

二
重
払
い
の
場
合
に
は
お
返
し
し
ま
す
が
、振
込
手
数
料
等
が
か
か

り
ま
す
の
で
全
額
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯「
支
部
、卒
業
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
支
援
事
業
」へ
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

昨
年
度
、新
規
事
業
と
し
て「
支
部
、卒

業
学
科
・
コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
支
援

事
業
」を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、会
員
に
と
っ
て
さ
ら
に

魅
力
的
な
同
窓
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

始
め
た
事
業
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
や
、卒
業
学
科
・

コ
ー
ス
等
の
同
窓
会
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
で
、同
窓
会
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、会

員
相
互
の
連
帯
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、そ
の
活
動
に
対
し
て
、若
干
の
資

金
を
補
助
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
お

知
ら
せ
」の
中
の
令
和
元
年
9
月
27
日
の

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
請
書
、報
告
書

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
の
で
、利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

電　話　026-238-4370
月・水・金　9:30 〜 16:00
HP http://www.shinshu-u.ac.jp/group/
　  education-alumni/
Email kdousou@shinshu-u.ac.jp

事
務
局
連
絡
先

 

信
州
大
学
知
の
森
基
金

  「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　   

緊
急
学
生
経
済
支
援
へ
の
協
力
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

お
願
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
生
活
費
の
困
窮
、
学
業
の
継
続
困
難
と
い
っ
た
学

生
が
増
え
て
い
る
状
況
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
信
州
大
学
知
の
森
基
金
で
は
、
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
学
生
が
、
少
し
で
も
安
心
し
て
勉
学
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
援
助
を
行
う
た
め
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
学
生
経
済
支
援
」を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

教
育
学
部
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
か
ら
も
あ
た
た
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
に
あ
た
っ
て
は
、
信
州
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
い
た
だ
く
と
特
設
サ
イ
ト
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
上
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

特
設
サ
イ
ト

　

U
RL

：https://w
w

w
.shinshu-u.ac.jp/research/

　
　
　

  donation/covide19.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

　

信
州
大
学
知
の
森
基
金
事
務
局

　

〒390 -8621 

長
野
県
松
本
市
旭3 -1 -1

　

T
EL

：0263-37 -2688

　

FA
X

：0263-37 -3049

　

E-m
ail

：kikin@
shinshu-u.ac.jp

　
第
33
回
通
常
総
会
は
中
止
し
ま
す

本
年
８
月
11
日（
火
）に
計
画
し
て
い
ま
し
た
第
33
回
通

常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

本
年
度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

６
月
、
書
面
に
よ
る
理
事
会
の
審
議
及
び
表
決
に
よ
り
、

過
半
数
の
賛
成
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
受
け
、
最

終
的
に
会
長
判
断
で
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

通
常
総
会
は
、
昭
和
63
年
の
同
窓
会
創
立
以
来
、
毎
年
途

切
れ
る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
大
変
残
念

で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
情
勢
の
中
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、書
面
に
よ
る
理
事
会
に
お
い
て
、令
和
元
年
度
事
業

報
告
並
び
に
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
に
つ
い
て
も
、賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
来
総
会
で
も
承
認

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
本
年
度
に
限
っ
て

は
、
理
事
会
で
の
承
認
を
も
っ
て
そ
れ
に
代
え
る
こ
と
を
お

認
め
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
通
常
総
会
で
の
審
議
を
予
定
し
て
い
た
令
和
元
年

度
事
業
報
告
・
決
算
書
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
・
予
算
書

に
つ
い
て
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
質
問
、
ご
意
見
等
は
、
事
務
局
へ
お

届
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
総
会
は
、「
第
34
回
」
と
し
て
令
和
３
年
８
月
11
日

（
水
）に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、

来
年
第
34
回
通
常
総
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
会
員
の
皆
様
も
こ
の
困
難
な
状
況
を
無
事
乗
り
越
え
ら

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ


